
筑紫顧問、外務大臣賞受賞おめでとうございます！

と ことほ
外つ国の 国を興さむ 若人を 支へきませし 君を 言祝ぐ

（平成１８年9月15日、熊本、本田節子さん詠む）

この夏、当会の筑紫汎三顧問（熊本県JICA進路相談カウンセラー）が、30年以上の長きにわたって青年海外協力隊支援
活動等国際協力に貢献されたとして外務大臣賞受賞の栄誉に輝きました。
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『シリア旅行記』 ～JICA教師海外研修～

今年の研修先は、昨年に引き続き歴史の国シリア。出発直前の中東情勢の悪化で、実施が危ぶまれましたが、7月30日になん

とか日本を出発、8月8日に参加者9名無事帰国しました。シリアでは現地JICA事務所のご協力の下、青年海外協力隊の活動現

場やパレスチナ難民キャンプの様子などの国際協力の現場を視察しました。また、世界遺産パルミラでは、その巨大で神秘的な

造形群にシリアの悠久の歴史を感じました。この経験と感動が、教育現場で子供たちに還元されることを期待しています。同研

修のファシリテーターとして、当会会員の髙倉幸歌さん（青年海外協力隊シリアOG）が同行されました。

親日的なシリアの人々の優しさに触れ、参加された先生方の中東へのイメージは、“遠くて怖い中東”から“気が遠くなるほど

長い歴史を持つ、優しい中東”へと変わっていったと思います。この新鮮な驚きを日本の子供たちに伝えていって欲しいと思い

ます。自身のファシリテーターとしての未熟さは反省しつつも、先生方が懸命にシリアを感じ取ろうとしている様子を見て、研修

成果に大きな期待を感じました。 同行者：髙倉幸歌(12-2、シリア、食品衛生）

※教師海外研修とは…

JICAが、開発途上国の現状や国際協力の現場を視察し、国際理解教育に役立ててもらうことを目的に実施している、小・中・高校教員

を対象とした海外研修。JICA九州から委託され、当会が企画運営しています。
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平成18年度秋青年海外協力隊＆シニア海外ボランティア体験談＆説明会速報！

483475（シニア）
2873156167253361合 計（協力隊）

0169（シニア）
31224253434鹿児島県（協力隊）

0029（シニア）
2611112129宮崎県（協力隊）

0346（シニア）
2813141828大分県（協力隊）

1049（シニア）
2815162537熊本県（協力隊）

0136（シニア）
239132129長崎県（協力隊）

0003（シニア）
1712121925佐賀県（協力隊）

231533（シニア）
16297276115179福岡県（協力隊）

登録（補欠）二次合格者二次受験者一次合格者一次受験者応募者数県名

平成18年度青年海外協力隊・シニア海外ボランティア≪春募集結果≫

九州各地の会場では、会員の皆様にもお世話になりお礼申し上

げます。さて、ただ今（10/27現在）の各会場での参集者数は以下

のような状態で、やや元気がない感じがしています。ラストスパート

をかけて盛り上げていきたいと思いますので、ご協力をお願いしま

す。お近くで開催の折は是非会場まで足を運んでください。

36鹿児島市勤労者交流センター10月13日鹿児島

30宮崎市民プラザ10月12日宮崎

23大分市コンパルホール10月15日大分

35熊本市国際交流会館10月25日

27熊本市国際交流会館10月14日
熊本

18出島交流会館10月13日

16アルカスSASEBO10月12日
長崎

20アバンセ10月17日佐賀

78アクロス福岡10月23日

43石橋文化会館10月18日

106アクロス福岡10月10日

33小倉興産KMMビル10月6日

福岡

人数説明会場期日県名

【説明会参集者数(協力隊)】

25鹿児島市勤労者交流センター10月16日鹿児島

16宮崎市民プラザ10月25日宮崎

12OASISひろば2110月24日大分

25熊本市国際交流会館10月17日熊本

18出島交流会館10月15日長崎

16アバンセ10月26日佐賀

58アクロス福岡10月10日

15小倉興産KMMﾋﾞﾙ10月6日
福岡

人数説明会場期日県名

【説明会参集者数(シニア)】

アクロス福岡18:30～20：45火10月31日福岡市

JICA九州14:30～18：00日10月29日北九州市
シニア

鹿屋市中央公民館13:30～15：45土10月28日鹿屋市

鹿児島市勤労者交流センター18:30～20：45木10月26日鹿児島市

宮崎市民プラザ18:30～20：45火10月31日宮崎市

OASISひろば2118:30～20：45月10月30日大分市

出島交流会館14:30～16：45金11月3日長崎市

アバンセ18:30～20：45火10月31日佐賀市

アクロス福岡18:30～20：45木11月2日福岡市

JICA九州14:30～18：00日10月29日北九州市

協力隊

説明会場時間曜期日市町村名

【 これから開催される体験談＆説明会】
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「モンゴル調査団」～ NPO等協働海外人材育成フォローアップ事業～
「プロローグ」
時は2005年の秋、モンゴル美容教員のボルガントール（ボルガー）が福岡にやってきた。福岡県の「NPO等協働海外人材育
成事業」により当協会が受入団体として招へいした。彼女は福岡美容専門学校で、美容教育カリキュラムの研修および、大分
の亀川にある「ヘアーサロン・ボルツェ」の女主人･高橋洋子先生の下で、カット技術の実務的研修を行った。そもそも、ボル
ガーは協力隊OGの高橋洋子先生がモンゴルで指導していたカウンターパートである。「彼女の才能を是非、日本で磨きたい」
という高橋OGの情熱が今回の招へい事業に実を結ぶこととなった。マイナス20度がちょうどいいというモンゴル女性にとっては
日本の気候はつらい様であったが、無事、5ヶ月間にわたる研修を修め大きく成長した後に帰国した。

「モンゴルに行ってきました。」
時は2006年9月14日、われわれ「NPO等協働海外人材育成フォローアップ事業・モンゴル調査団」の一行はまだまだ暑い福
岡を発ち、翌深夜、首都ウランバートルのチンギスハーン国際空港に到着した。早々、深夜にもかかわらず、ガンジー工業･美
術専門学校のYURA校長をはじめ、学生達の一団に迎えていただいた。もちろん、ボルガントールも相変わらずのニコニコ
丸々の笑顔で迎えてくれ、その後ろには今年の春、隊員として出発した福岡出身の小田真之介青年も静かに笑顔で立ってい
た。さて、一行は元隊員の洋子先生のモンゴル里帰りを喜ぶ学生らのキャーキャーギャーギャーと芸能人よろしく歓迎を受け
た後、ようやくバスに乗り込み、20Kｍほど離れたウランバートル市街地へ向かった。いよいよモンゴルにおけるボルガーの日
本研修の成果確認並びに、高橋先生の現地指導などなど、わくわくどきどきのミッションが始まった。

JICAモンゴル事務所表敬

右から、団長の河村哲夫（福岡県
国際交流ｾﾝﾀｰ 事務局長）、中野
弘則 （同 主席国際交流専門員）、
高橋洋子（ﾓﾝｺﾞﾙOG・「ﾍｱｰｻﾛﾝ･
ﾎﾞﾙﾂｪ」女主人）、野路利男（NPO
九州海外協力協会）

新設の「日本カット技術教室」
にてボルガーの授業を見学

「将来、日本で勉強したいです
か」と学生達に訊ねたところ、全
員が手を挙げた。日本でも人
気者だったﾎﾞﾙｶﾞｰ。ﾓﾝｺﾞﾙでも
彼女の授業は人気があるようだ。

協力隊･小田真之介青年

大いに元気です。日本を離れて
半年、ﾓﾝｺﾞﾙ語も上達した。彼の
仲介で、旅先で知り合ったﾓﾝｺﾞﾙ
学生のおばーさんのｹﾞﾙで、馬乳
酒をご馳走になった。

ﾓﾝｺﾞﾙ国旗を背負う洋子先生

ｱｼｽﾄするﾎﾞﾙｶﾞｰ。ﾓﾃﾞﾙは彼女の
妹。三位一体の日本人ｶﾘｽﾏ美容
師ｶｯﾄ･ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ(公開授業)。
緊張の面持ちで、学生達はその指
先を追った。500Km離れた他校か
らも美容教員らが集まった。

ﾓﾝｺﾞﾙ･ｶﾞﾝｼﾞｰ工業･美術専門学校にて
左から元隊員、ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ、現役隊員。
彼女たちの旅は、これからも続く・・・

フォローアップ事業に参加して

モンゴルへ旅立つ前、彼女の人柄からか、私の美容室のお客さま達から山程
のプレゼントを頂き、私の荷物は２０㎏制限のところ２７㎏にもなりました。
久しぶりの再会に胸を膨らませながらモンゴルへ到着すれば、ボルガーや沢
山の生徒達、同僚の先生の歓迎に包まれ、泣きそうになりました。数カ月ぶりに
会うボルガ－はますます逞しく成長し、「日本で技術を学べたおかげで、９月より
日本の美容技術を指導する講師を任されました。日本で勉強した全てが今、役
立っています。私は心から真剣に教育に取り組みたいし、私自信もまた、もっと
勉強したいと言う意欲が出ました。」と眼を輝かせながら熱く語ってくれました。
彼女のクラスでは、彼女のアイディアがふんだんに取り入れられ、内容も充実
した指導が行われていました。
青年海外協力隊に参加して、こうして可愛い生徒達と出会えた事が私の宝で
あるという事を再確認でき、１日、１日が感動の連続でした。
ボルガーを今まで応援してくださった皆様、私達の夢を後押ししてくださった
福岡県国際交流センターの方々ならびに九州海外協力協会の皆様に本当に
感謝しています。有り難うございました。 高橋洋子（11-3、モンゴル、美容師）
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メール会員登録募集のお知らせ！

当協会ではさまざまなイベントのお知らせや参加者の募集をおこなっていますが、そのような情報が会員の皆様にすばやく伝わら

ないことが多々ありまして、皆様にはご迷惑をおかけしています。

そこで、当協会ではすばやい情報の発信を可能にすべく、会員の皆様にメールアドレスの登録をお願いする次第です。すでにご

存知の方もいらっしゃるかと思いますが、当協会のウェブページ上に「会員の皆様へのお願い」という一文がありますので、そこをク

リックしていただければメールアドレス登録画面に移動します。リンク先での指示に従い、メールアドレスを登録していただけると幸い

です。

皆様のご協力をお願いします。

～情報・ご意見お寄せ下さい～

「JOCA Kyushuだより」では、皆さまからのご意見、各種情報を
お待ちしております。国際交流や国際協力に関する有益な情報
であれば何でもOKですよ！！お気軽にお寄せください！

会員募集のお知らせ！
当会の活動に、ご賛同頂ける団体・個人を、募集致し
ております。会員の方には「JOCA Kyushuだより」を送
付する他、当会主催、共催のイベント情報をご案内致し
ます。

正会員 賛助会員

個 人 ¥3,000 ¥2,000

団 人 ¥10,000 ¥10,000

法 人 ¥30,000 ¥10,000

ご関心のある方は、当会までお問い合わせください。

発行 特定非営利活動法人九州海外協力協会

〒812-0011
福岡市博多区博多駅前3丁目28-4 陣内ビル2F
TEL：092-415-6536
FAX：092-415-6518
HP：http://www.joca-kyushu.or.jp/
E-mail：ngoqshuint@joca-kyushu.or.jp


